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論文内容の要旨

(d， p)反応の微分断面積は Edど10MeV では Butler の提唱した stripping 反応によって定性的に

よく説明できる。即ち重陽子の中の中性子が標的核に捕えられ，核は一般に励起され，自由になった

陽子が放出されると考える。原子核の模型として殻模型を仮定すると，陽子の微分断面積が最大にな

る角は捕えられた中性子の入る軌道の軌道角運動量が大きい程大きい。逆に陽子の角分布からこの軌

道角運動量が判り，出来た核の対応する準位のスピン，パリティの知識を得る。このような考えで多

くの実験が行なわれ，多くの準位の知識が得られて来た。しかし少し詳しく実験と比べると Butler

の平面波近似の理論では不十分であって，陽子，重陽子の波動函数が平面波でなく，核相互作用と静

電相互作用によって歪んでいる事を考えに入れる必要がある口すると角分布は一層よく説明できる。

歪みの効果をはっきり調べるには出る陽子の偏極を測るとよいが，測定が難しく，解析に耐えるデー

タは少なかった口そこで我々は偏極解析計として炭素核を用い，今迄万二1定より誤差の小さいデータ

を得たD

ここでは大阪大学サイクロトロンからの 11.2MeV の重陽子による Ca40 (d , p) Ca41 g. s. 反応

の陽子の偏極の角度依存及び微分断面積の測定について述べる。偏極はt9lab=20 0 から 130 0 迄 50
7 

おきに測定した。この反応では中性子は ln= 3 で fzz 軌道に入るが，得られた結果は大きい負の偏

極を示し，これは簡単な DWBA の結果と合わない。叉偏極の絶対値は後方では弘を越える口

微分断面積は 11. 2, 11. 0, 10.85, 10.65, 10.4 MeV の 5 つのエネノレギーで 20
0 から 145

0 迄 50

おきに測定した。これ等の結果を DWBA fによって解析した口陽子，重陽子波はスピン軌道相互作用な

しの光学ポデンV ァノレによって歪むと考え，中性子は調和振動子の波動函数で表される殻模型の ff
軌道に捕えられるとした。 (d， p) 反応の角分布は大体測定結果に合せる事がでさる D 偏極の計算は

まだ予備的なものであるが，スピン軌道力なしでは測定結果に合すことは殆ど不可能であると思う。
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論文の審査結果の要旨

(d, p) 型反応は， 入射重陽子のエネノレギーが 10MeV 位になると複合核過程を経ない所謂直接

反応過程によるものが多く，叉この反応過程によって出てくる陽子の角度分布は特徴的な形をしてい

る D この様な反応の第一段階的な分析は Butler 等によってなされ，原子核の殻構造等に関して多く

の知識をもたらした。

Butler の理論は所謂平面波近似というあらい近似を用いているが，実験結果のさらに深い分析の

ためには，もっと近似の進んだ理論が要請される一方 (d， p) 型反応で出てくる陽子のスピン状態に

ついての知識をうる実験が理論を進める上に非常に重要なデーターを供給するものと考えられる様に

なって来た。

加藤君は Ca40 (d, p) Ca41 反応の ground state transition に対応する proton group の偏極を

測定した。この様な反応で proton の偏極を測定するには，反応で出て来た陽子をさらに偏極解析能

力の知れている原子核でもう一度散乱さして，散乱角が +0 と -0 との方向での散乱強度を比較する

ことが必要である o この様な所謂二重散乱の実験では測定する粒子の数が非常に少くなるため，測定

に長時間を要すること以外に，色々と実験的に困難な問題が付随して起ってくる。例えば一度散乱し

た粒子を測定する場合に比べて background が非常に大きくなったり，二度散乱するためにエネノレギ

ーの分解能が悪くなったりして実験がむつかしくなる D さらに大きい実験的な困難は装置全体につい

て systematic な asymmetry をくなする様に注意しなければならないことである。

加藤君は反応で出てくる proton の偏極を C12 による散乱(士45 0の方向)によって分析した。測

定した偏極の角度 dependence は 50 おきである D 装置全体の asymmetry 等によって測定結果に入

りうる systematic な error のない様に慎重な考察が行なわれ，現在までに二三存在する同種のデー

ターと比較して十分に信用度の高いものであると思われる D

得られた偏極の角度依存性のデーターは東京工業大学の久保謙一氏の協力をえて spin-orbit inteｭ

raction なしの DWBA (distorted wave Born Approximation) の方法で解析されたが，実験で得

られた偏極の符号や大きさ等について満足な一致がえられたものとは思えず，したがってさらに近似

を高めた理論例えば spin orbi t in teraction を入れた DWBA が必要であることを示している口

この様に加藤君の研究は (d， p) 反応の機構を深く究明する為に貴重なデーターを提供したものと

考えられる。

よってこの論文は理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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